
 

１．件名：「日本原燃(株)の設工認申請に係るヒアリング（再処理施設（1-146）、MOX

燃料加工施設（1-150））」 

 

２．日時：令和４年７月２２日（金） １０時００分～１２時００分 

 

３．場所：原子力規制庁 １０階会議室（TV会議により実施） 

 

４．出席者 

原子力規制庁 

原子力規制部 

核燃料施設審査部門 

（原子力規制部新基準適合性審査チーム） 

古作企画調査官、大橋上席安全審査官、中川上席安全審査官、田尻主任安全

審査官、藤原主任安全審査官、大岡安全審査官、上出安全審査官、武田安全

審査官、髙梨安全審査専門職、瀬戸川安全審査専門職、清水係員 

日本原燃株式会社 須田執行役員 経営企画本部長 他２４名 

関西電力株式会社 原子力事業本部 原子燃料部門 

原燃計画グループリーダー 他１名 

日本原子力発電株式会社 発電管理室 

                    炉心・燃料サイクルグループ マネージャー 

中国電力株式会社 電源事業本部 原子燃料サイクルグループ 

  マネージャー 他１名 

 

５．要 旨 

（１）日本原燃株式会社（以下「日本原燃」という。）から、MOX 燃料加工施設の設

計及び工事の計画の認可申請に係る補正時期について、ヒアリングでの確認事

項の反映作業等、引き続き申請書記載事項の精査が必要な状況のため、当初予

定していた令和４年７月末から８月上旬に遅れる旨説明があった。 

 

（２）日本原燃から、令和４年７月７日、１３日及び１９日の提出資料に基づき説

明があり、原子力規制庁から、主に以下の点を説明するよう求めた。 

・申請対象設備の選定に関して、再処理施設に求められる機能一覧について、基

本設計方針との関連も踏まえた抽出の考え方が明確になるよう整理すること。 

・溢水における耐震評価について、評価の観点を踏まえた耐震性に関する説明書

上の位置づけを整理すること。 

 

（３）日本原燃から、本日のヒアリングを踏まえて対応する旨の発言があった。 

 

 



６．自動文字起こし結果 

別紙のとおり 

※音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

 

７．その他 

提出資料 

  なし 

 

参考 

・ 日本原燃株式会社 再処理事業所 規制法令及び通達に係る文書（令和２年１２

月２４日） 

「日本原燃（株）から再処理事業所再処理施設の設計及び工事の計画の変更の認

可申請を受理」 

https://www.nsr.go.jp/disclosure/law_new/REP/180000069.html 

・ 日本原燃株式会社 ＭＯＸ燃料工場 規制法令及び通達に係る文書（令和２年１

２月２４日） 

「日本原燃（株）から再処理事業所 MOX 燃料加工施設の設計及び工事の計画の 

変更の認可申請を受理」 

https://www.nsr.go.jp/disclosure/law_new/FAB/180000124.html 

・ 令和４年７月７日 

「日本原燃(株) 再処理施設、MOX施設の設工認申請に関する資料提出」 

・ 令和４年７月１３日 

「日本原燃(株) 再処理施設、MOX施設の設工認申請に関する資料提出」 

・ 令和４年７月１９日 

「日本原燃(株) 再処理施設、MOX施設の設工認申請に関する資料提出」 

  

https://www.nsr.go.jp/disclosure/law_new/REP/180000069.html
https://www.nsr.go.jp/disclosure/law_new/FAB/180000124.html


別紙 

時間 自動文字起こし結果 

0:00:03 どっかになりましたので、 

0:00:05 ヒアリングをしたいと思います。 

0:00:08 多分向こうへ行きます。 

0:00:13 規制庁ですと、それは、日本原燃とのヒアリングをします。 

0:00:19 本日のヒアリングは 2 年 12 月 24 日に申請があった学校に設定について

ヒアリングにて事実確認を行うものになります。 

0:00:29 浜崎次長紹介いたします。 

0:00:33 社長会議からナカガワ明オオハシタカナシセガワな意味で、 

0:00:42 プロも感じるから手を見て、 

0:00:47 5 番は、 

0:00:49 以上になります。 

0:00:51 6 年要件、出席者の紹介をした上で進めまして、次どうぞ説明してくだ

さい。 

0:01:00 はい。二本木委員、仲間でございます。 

0:01:04 日本原燃側の参加者を紹介いたします。 

0:01:09 スダタカマツ。 

0:01:11 タニグチ。 

0:01:12 イシハラ。 

0:01:14 キクチ。 

0:01:15 アボ。 

0:01:16 フクムラ。 

0:01:18 カワグチ、里。 

0:01:21 佐藤高橋セガワ藤野。 

0:01:25 田仲。 

0:01:27 佐藤。 

0:01:29 ハヤシタテウチ。 

0:01:32 ヤマモト。 

0:01:34 不安。 

0:01:35 フルカワヒメノ。 

0:01:38 メトキ。 

0:01:39 タナカスワ。 

0:01:42 エビナ。 

0:01:44 ヤマモト。 

0:01:45 ナカハマ以上となります。 

0:01:49 本日ご確認いただきます資料でございますけれども、 



0:01:53 共通 09、再処理施設側を確認いただきます。 

0:01:58 共通 09 本分及び別事関係。 

0:02:02 となります。 

0:02:04 そのあと 100000－02。 

0:02:07 以上、大きく二つの補足説明資料についてご確認いただく予定となって

ございます。 

0:02:16 それでは冒頭ＭＯＸの 

0:02:20 補正についてご説明し差し上げた後、資料の確認いただきたいと思いま

す。 

0:02:27 はい。西原。 

0:02:31 ボックスの方の補正のスケジュールでございますが、2．7 月 20 

0:02:40 能力の中で、 

0:02:44 西井です。 

0:02:46 火山ですとか、耐震が、 

0:02:50 新しい。 

0:02:51 の中でのいろいろなご指摘事項を踏まえ、 

0:02:54 やはりまだ 

0:02:57 堀野本部店長李内田。 

0:03:01 これの方で修正作業であったり、 

0:03:05 が必要であると。 

0:03:07 考えまして、セールの方、現状、8 月の 5 日に補正の時期を変更させて

いただこうということで考えております。以上です。 

0:03:20 はい。ありがとうございます。結局、 

0:03:25 きちっと国、 

0:03:28 ただいまの定義について確認いただければ、 

0:03:34 ヒアリング資料に行きたいと思います。 

0:03:38 江藤の資料について、原燃から説明をお願いします。 

0:03:44 はい。日本原燃の棚田です。それでは共通 09 の方のご説明の方に移ら

させていただきたいと思います。まず初めに共通レビューの本文の方で

す。 

0:03:54 ビジョン 21 ということで、昨日も草場の方で、共通的なところはご説

明しましたので、 

0:04:02 最初に特養で変更を加えたところを、ご説明させていただきたいと思い

ます。左下の全員で言いますと、20 ページまで飛ぶんですけども、 

0:04:15 こちらの方に、6 月 9 日の前回のヒアリングの際に、画面共有させてい

ただきました、再処理施設における市民のですね、全体的な構成を、 



0:04:26 示しているというのが、第 1 図というのを追加していると。 

0:04:31 別紙 1－2 の構成ですねそれの概略ということで、表の 1 というのを追

加、 

0:04:38 さらに次のページのですね、21 ページの方にこちらの方で、再処理施設

における系統の一覧というものを追加しております。こちらの方は、再

処理施設の方の 7 度に共通するということなので、上流の本部の方に、 

0:04:54 格上げで記載していると、いうような追加を行っております。 

0:05:01 0 経営本部としては、最初に言われたところとしては以上になりますの

で、続きまして、凝灰設備の方で変更書いた線をご説明したいと思いま

す。 

0:05:19 こちらの方の資料につきましては、令和 4 年 7 月 7 日に提出させました

ビジョン 2 という業界設備の、別紙 1－2－2 の、 

0:05:29 1 というものになっております。こちらの方の変更点につきましては、1

枚開いていただきますと、右下にページ 3 ページ。 

0:05:41 4 ページ、こちらの方はですね前回ご指摘いただきました、目次の方で

全体的な構成をわかるようにということなので、項目ごとにですねそれ

ぞれの 

0:05:52 系統の考え方から始まってですね、どういう条文の機能が凝灰質に関わ

っているかというものを、全体的にこの目次で一覧できるような形で、

独自の確立、 

0:06:04 いうものをさせていただいております。 

0:06:07 次の辺、主な変更点としましては、 

0:06:12 右下ページ、6 番ですね、こちらの方が、2 ポツの（1）、 

0:06:18 ということで、もともと継続事業の名称のみ示しておったのですが、別

紙 2 との紐付けということで、項目番号と、継続機能紐つくような形

で、記載の方を拡充させていただいており、 

0:06:34 ＦＣを、 

0:06:36 主な変更点としましてはですね、2 ポツ 3 の方に移りたいんですけど

も、飛田右下で 40、 

0:06:46 7 ページ。 

0:06:48 からのところになっておりまして、こちらの方ですね、資料の設定とい

うことで前回までは資料の名称というような項目だったんですけども、

こちらの方は狩猟の範囲の設定というふうに、 

0:06:59 項目の名称を変更させていただきまして、 

0:07:05 ここでさらに報告を上げるところとしました系統図のほうをご覧なって

いただきたいんですけども、49 ページですね。 



0:07:19 こちらの方で、もともとこの系統図に赤の主流を示しているだけだった

のですが、こちらの方にですね 

0:07:27 もともとこの系統図といいますのは各ＦＤを束ねたような形で、全体的

な概略を示しているということなので、系統図、 

0:07:38 利益ですね、との関係性を示すということで、どのＣＦＤがどの範囲を

示しているかというのを、お示ししたというのがこの青枠で示している

ところになっておりまして、 

0:07:49 それぞれの計画機能に応じてです。 

0:07:52 フロムツーそれぞれ 

0:07:54 年間をちょっと、 

0:07:56 テキストボックスの方に、 

0:07:58 追加しているんですけども、どういうフロムツーになっているかという

のと、それをＬ／Ｄをかけるにはどういうふうなシート番号をたどって

参ります。さらに、優待規模どういう記号を、 

0:08:10 をかけていけばいいというようなものを記載しているのが、この 2 ポツ

3 のところで、検討すると、ＦＤのその関連性というものをですね、わ

かりやすくしたというように、 

0:08:23 が変更でございます。 

0:08:26 さらにですねちょっとＦＤをとりあえずというところに関しましては、 

0:08:31 ちょっとページ番号園部恐縮なのですが、157 ページなんですけども、 

0:08:42 こちらの方にですね、それぞれＣＦＤをかける際のですね、シートの取

り合い側のところをですね、どういう形で関係性が、 

0:08:52 福祉等でどういうような取り合いをしているかというのを解説というも

のを、ＣＦＤの前にですね、差し込むような形で、その本文、先ほどの

系統図で逃げる時との関係性さらにＦＥＰ等というところの、 

0:09:06 読み方というものがあれば、 

0:09:10 フロー図のところを追いかけられるような形でですね、修正を加えてお

ります。 

0:09:16 すいません、フェーズも戻っていただきまして、 

0:09:21 続きまして、3 ポツのところの耐震関係の変更点でございます。100 ペ

ージ、右下で言うと 100 ページ、 

0:09:44 つまり 116。 

0:09:52 で、こちらの方がですね、 

0:09:55 前回のヒアリングでもご指摘あったような、2 ポツの（2）と（3）で、

それぞれの終了の考え方というものを、クロムということに整理してい

るということで、それぞれを構成する機器とかですね、主配管。 



0:10:08 がどのように構成されておりまして、それぞれの機器であったり、配管

に割り当てられてる際、耐震クラスというものを整理しまして、プロッ

トのその耐震 

0:10:20 川井ポイントとかですね、そういうところがわかるように整理している

というのが、表 5－1 になっております。 

0:10:29 そこから提示進めていただいて、 

0:10:47 右下の実績が 128 のところがですね、 

0:10:53 実際具体的に先ほどの耐震クラスを整理したフロントの表でですね、耐

震クラスの接続ポイントが異なるところというところを具体的に示して

おりまして、 

0:11:03 127 ページのところは前回もお示ししていたのですが、黒の表でです

ね、128 ページのところもですね、クラスの異なる接続があるというこ

とで、 

0:11:16 感染力その周りのところのプラス、 

0:11:19 異なるもの同士の接続行為というものを追加しております。 

0:11:24 こちらも、 

0:11:26 が耐震の主な変更点になっておりまして、さらにちょっとページ飛ぶん

ですけども、 

0:11:33 131 ページのほうになります。こちらの方が添付の方になるんですけど

も、 

0:11:40 前回、 

0:11:42 6 月 2 日の時点で提出した共通 0 件の別紙 2 の、 

0:11:47 別紙 1 の再処理側の構成としましてはここの表紙 1 枚だけで他のところ

に全部免震を見てくれというような、飛ばし方にしていたんですけど

も、これだと七条のパッケージの中で全部クローズしない。 

0:12:01 いうことになりますんで、それ以降にですね、各所止めている豊岡移設

に関係する条文の別紙 1 から、機能要求②を抜き出しまして、それぞれ

のす機能、 

0:12:13 グルーピングしてですね変換ということですかね。して、どういう系統

機能が割り当てられているかとさらに、それの規模付け番号というもの

を明確にして、この 

0:12:27 別紙 1 の中で、 

0:12:32 別紙の機能におけば、共通の繋がりというものを明確にしたというとこ

ろが、主な。 

0:12:39 変更ベースになってございます。 

0:12:43 続きまして、了解設備を例にちゃんと 



0:12:49 別紙 1 の変更点のご説明をしましたので、安全冷却水系のところで言う

と、溶解設備に比べて、差分で変更してるところってのはたくさんござ

いますのでそちらの方のご説明ということで、 

0:13:02 安全冷却水系の方、 

0:13:05 すごいです。 

0:13:08 こちらの方で、変更、主な変更点につきましては業界設備の方でご説明

した通りになっておりまして、安定的な水系の方で取り出しして、変え

てるところとしましては、右下の、 

0:13:20 36 ページ 35 ページになるんですけども、 

0:13:26 こちらの方はですね、別紙 2 の、すみません、別紙 1－2 の後ろに添付

されてます、申請対象設備リストが、1 回申請ん時にどのように展開さ

れるかということで、36 ページで言えば、 

0:13:41 機器ですねデータ等がどのように展開されていくかで、2 回ほど 

0:13:47 冷却飛ばした 

0:13:49 英語の方が追加されていますので、どのように変わっていくかというの

を示しているのと、35 ページの方は配管側で、営業基盤は、すいませ

ん。肥後。 

0:13:59 周りの配管を、 

0:14:02 資料、宴会以降、号機周りの配管が変わりますので変更していく、その

様を追加していくというような、 

0:14:12 変更を追加で、安全冷却水系の方としては加えていくというような変更

でございます。 

0:14:18 四つ変更点についてのご説明は以上でございます。 

0:14:25 堤室長がございましたらお願いします。 

0:14:35 検討の中で、 

0:14:37 実は、 

0:14:38 資料は幾つか書いてるので、 

0:14:41 ちょっと順番で確認したいところが、 

0:14:44 何か、 

0:14:46 共通の要求を今回、 

0:14:49 申請対象設備の選定について、これについてまずちょっとなくて確認し

たいと。 

0:14:57 それで、 

0:14:59 ちょっと先ほど説明があったり、前にですね、いろいろ指導があった

と。 

0:15:05 可変統計が、 



0:15:08 それで、ここも、 

0:15:11 共通 09 の資料入庫。 

0:15:14 まず 137 ページに新しく集排管をしない対象というふうに加えてるんで

すが、これはどういうＣＦＡＭアドバイザーということが、 

0:15:28 はい、日本原燃、田中です。こちらの方につきましては、前回のご説明

がもう、 

0:15:33 共通 09 の石井の 

0:15:36 ロックだったらちょっとすみません別紙番号、すいません、そちらの方

に、後段の方でまとめて示していたと、いうようなものになってるんで

すけども、こちらの方は共通的なものということで全体に関わるという

ことで、 

0:15:49 上流の方に整理した方がいいのではないかということで、本文の方に記

載しております。 

0:15:57 はい、施設中です。 

0:15:59 それで、前回は何か理由が書いてたような気がするんですけど、今回そ

れを消したというのはどういうふうな、 

0:16:11 タナカすみません、 

0:16:13 もう一度ご質問していただいてよろしかったでしょうか。 

0:16:17 すいません。 

0:16:19 はい。局長ナカガワですか。前回お話聞いてですね。 

0:16:24 それで、何か三つ目議案が分かれていて、 

0:16:29 対象にしない理由を書いていたかと思うんですけれど、それは、 

0:16:34 消した意図というのは何か教えていただきたいんですか。 

0:16:44 少々お待ちください。 

0:17:06 胸タナカです。今、中尾さんおっしゃられたのはですね、 

0:17:11 おそらく、 

0:17:13 今回お出ししております溶解設備で言うところの、 

0:17:18 100 ページの方に、 

0:17:20 書いております。 

0:17:23 第 4、1 の表 4－1 の表 5 の、 

0:17:27 加茂。 

0:17:28 具体的に言うというところを、 

0:17:30 去っておられるんでしょうか。 

0:17:34 円筒はメーカーの仕様を比較してということに、 



0:17:40 前回の後、日本原燃田仲で前回の資料につきましては、再処理施設の中

の方、個別具体的な設備の中に入れておりました章になりますので、ち

ょっと 

0:17:53 全体的な共通的事項としてそぐわないような、 

0:17:57 ちょっと具体的すぎるところもありましたので共通するということで若

干具体的に言うというところ、省いた形で、09 の本体というところに、 

0:18:09 示しております。 

0:18:13 規制庁、岡山さん、鳥飼としてはだから、個別の詳細の理由について

は、それぞれの方を、設備、系統面で説明をするとここは、 

0:18:24 とりあえず概略として書いて、そういう理解でよろしかったでしょう。 

0:18:29 井上玉田そういう通りでございます。 

0:18:39 その場合には、それが結局、ここの部署から持ってきているかっていう

と、 

0:18:44 技師さんの 6 ページ、2、 

0:18:48 文章的にはですね、中段ぐらいから案。 

0:18:52 機能性を達成するために、法的に設けられた設備であり、これに該当す

るということでしょうかね。 

0:19:00 うん。 

0:19:03 はい。そのような趣旨で、 

0:19:08 はい。細かいことを言うと 7 ページの一番下にも、 

0:19:12 将来増設条例なんかこれに当てはまるかっていう気がするんですけど、

それは包絡的に 

0:19:19 表現としての文章になってるということでよろしかったでしょうか。は

い。日本原燃田仲確かに、6 ページの文書の完璧なリンクではないのか

もしれないですけども、共通的な事項ということで記載させていただい

ております。 

0:19:35 はい。該当するところはあったんですけど、それが何か包絡的な文章に

なってない気もするのでそこは、 

0:19:41 引き続き制度をお願いできればと思います。うん。 

0:19:46 考えております。はい、承知いたします。 

0:19:50 主 

0:19:53 発生層の中で、それからですね、あとは、 

0:19:57 9 ページの下にですね、ｃポツの抽出結果の設備率への反映ということ

で、 

0:20:07 括弧資料文章が、 

0:20:11 追記されていますけれども、ここは先ほど説明ありました。 



0:20:16 日本原燃からこちらの方はちょっと説明の方は割愛させていただいたん

ですけども、昨日共通 06 の方でも示した内容を取り込んで、少し具体

的な例を追加しているというようなものになっております。 

0:20:33 規制庁中です。内容確認したところですね、多分リストの反映にあたっ

て、どのように登録するか。 

0:20:44 そそのタイミングを考えるか。 

0:20:46 いうことでこれは西郷でも、幾つか数え方について物性の説明があって

そこを整理しましょうということでそれを踏まえた記載ということでよ

ろしかったでしょうか。 

0:20:59 はい。河津サトウでございます。 

0:21:02 はい。 

0:21:04 規制庁中それで内容を確認したんですけれど、 

0:21:11 2 行目ぐらいからですね 

0:21:14 使用料、手数料シミズものどうそれから、 

0:21:18 事業変更許可申請書で数量を明確にしているものを設置する機器等の数

量を、 

0:21:25 明確にする必要もあるのは、その数を、 

0:21:30 記載し、 

0:21:31 いうことで書いてるんですが、ここ、これは基本設計方針に変えている

ものについてということでよろしく。 

0:21:43 日本原燃、金田麻生です。 

0:21:47 はい。何かここは前回配布資料とするし、表現が変わっていて、 

0:21:53 継続週、使用料はそのままでいうプラスその基本的方針に書いてあるも

のについても、 

0:22:01 こういう観点でカウントするというふうに書いていただと思いますちょ

っと何か。 

0:22:08 表現が、 

0:22:11 正確に書いてないと思うんですけど。 

0:22:14 はい。はい。日本原燃棚田のご指摘の通りで、会合と資料、 

0:22:19 成功を図ってですね、タイミング、次回、こちらの方も反映させていた

だきたいと思い 

0:22:27 はい。社長のちょっとしたんですけど、ちょっと正確に記載していただ

くようお願いします。それから資料の 20 ページ目ですね。 

0:22:37 今回、 

0:22:41 別紙 1－2 のですね 

0:22:44 構成の話というところで、3 割をつけていただいたと。 



0:22:49 いうところで、これタイトルがですね 

0:22:52 別紙 2 の日における主流の範囲の考え方っていうふうになってるんです

けど、これは、 

0:22:59 米州ルールのある考えだけではないと思うんですけど、そこには、 

0:23:04 はい、亀田です。おっしゃる通り別紙 1－2 は白のところをご説明した

いというのが大きい目的ではあるんですけども、全体的な構成としては

タイトルとしては、確かにこれに限った話ではないかなというふうに思

いますので、見直し、 

0:23:19 が必要かなと思います。 

0:23:22 多分、 

0:23:24 想像するには、 

0:23:26 別紙 1－2 の全体構成についても、そういうことを表したいということ

でよろしいですよね。はい。その通りです。 

0:23:36 はい。 

0:23:37 それで、上でですね、この象地裁なんですけど、何となくフローの順番

が、 

0:23:44 よくわからないってですね何か下に下ってまとめに上がってなかったっ

ていう、これはもう政治的な、 

0:23:52 えっと一緒なんですけれど、それで結局、ここでな、何をはじめとし

て、どういうプロセスで最終的に、とは何かっていうことなんですなん

かこう、 

0:24:03 わかりにくいところがあるんですけれども、 

0:24:07 としては、 

0:24:09 添付 2 の申請対象設備リストをまとめるっていうことですよね。あ、

あ、あそうか。 

0:24:19 うん。 

0:24:20 だから、そういう、そういうのがですね、何かこうフローになってるよ

うになってないところがあって、 

0:24:27 視察表で、それぞれに何が書いてあるかっていうのはあるんです。 

0:24:40 なんか、上のフローっていう施策フローが重なってるように見えて、何

か一部記載の違いって何か、 

0:24:47 一緒に書いてしまうんじゃない、記録したんですけど。 

0:24:50 ここはどうですか。何かこう、何か非常に見にくいですね。むしろちゃ

んとこうフローとしてちゃんとわかり少し大きくしてですね載せていた

だいた方がいいんじゃないかと思いますがいかがでしょうか。 



0:25:02 はい、梅田です。確かに、図の 1 と第 1 章、記載が熟してる内容がある

なというふうに思っておりましたので、こちらの方はもう、 

0:25:15 ちょっと見直しをかけたい。 

0:25:18 はい。何か細かいところを言うと下の表で、一つ目の、 

0:25:22 次、抽出結果というのがあってですね、抽出結果ってのはないんですけ

ど、触媒成功は変わらないでしょう。 

0:25:33 はい、梅野田仲です。この抽出結果というのがですね。 

0:25:40 そうですね。意図してるところとしましては、最終的な申請対象設備リ

ストというのがもう全体のアウトプットということになってます。ちょ

っとそこの整合がとれてないなというところがありますので、先ほどの 

0:25:52 修正も併せてですね全体的に見直し、 

0:25:55 行いたいと思います。 

0:25:59 はい。室長。それで後は、11 ページ目にですね、今回第 2 項ということ

で、 

0:26:07 再処理施設に求められる系統機能の一覧というのが、張り付いてきたん

ですけどこれはどっかでしたものなんですかね。 

0:26:17 はい。日本原燃棚田です。こちらも先ほどの溶解設備の方の添付のほう

に示しておりましたように、各条文の 00 の別紙 2 の方ですね、機能要

求 02、 

0:26:30 を束ねて、グルーピングしたものが、系統機能というふうに示されてお

ります。 

0:26:38 はい。施設の中で、ちょっと両方の使い方とかそういうのがよくわから

ないところが結構あったりして何か、 

0:26:46 22 ページ、別紙ということでこれまでの何か、別紙シリーズの一覧みた

いのがついていてですね。 

0:26:56 ここのようなところは言えないんですけどそれは何であったらいい。 

0:27:07 はい。 

0:27:11 笹大池です。例えば、29 ページぐらい。 

0:27:17 苦しいデータっていうのがフルスピード筧ところあるんですけれど、 

0:27:22 それが 21 ページ目で議会、先日、 

0:27:28 同じような表現はあるとありますけど、 

0:27:34 日本原燃田仲です。 

0:27:36 今おっしゃられた苦しい関係で見ますと、21 ページの第 2 表のところ

の、19 ページ、すいません、19 条の方の系統機能の方、該当するもの

になっており、 

0:27:50 はい、何かふうプール等の公開、通常のここら辺の話でしょ。 



0:27:57 許認可サトウですと今の点タナカのお話をちょっと補足させていただき

ますところ、29 ページのところに書いてある別紙の構成は、水許可に書

いてある 

0:28:09 設備の設備区分ごとに、その系統機能の名刺というのを作成している。

目次が並んでいますので、設備名が一応書かれているという形になって

ございます。 

0:28:19 で、先ほど系統機能一覧表 2 の方で説明して、 

0:28:24 おります製造機能一覧の方は、別紙 2 の、先ほど江口の要求 2 ですね、

添付 4 階設備の添付 1 の方で、まとめて変換のサポートをしているんで

すけれども、それを、最初に非常に機能ございますので、 

0:28:40 ある程度のその機能のグルーピングという部分と条文との関係というの

をですね、一覧化したものという形になりますので、この目次の部分

が、系統機能全体で、 

0:28:52 それぞれの系統設備に対してどういう機能があるかというところをこの

一覧の中の機能のうち、どれが該当するかというところをですね、 

0:29:03 個別の別紙の中で展開しているということでございます。以上です。 

0:29:08 イメージがございます。今のやりとりは、 

0:29:13 吉尾副に大前提は、 

0:29:16 俺が言ったことをちゃんと、 

0:29:18 ご理解いただき、 

0:29:21 先ほどの、そのあとの議論もね、 

0:29:24 本文とそご 

0:29:25 は超えてないので、説明をしたいのか。 

0:29:28 説明がかなり抜けてるんだと。 

0:29:31 そこ、保管して、文章とリンクを取って、ここで説明したいことと、後

ろのページとの関係も含めて、 

0:29:39 うん。 

0:29:44 規制庁コサクです。そういうことだと思う。 

0:29:47 いるんですけど、この表作った意味とか、 

0:29:52 或いはこの表をどうやって作ったかとかっていう、フォローなんですけ

ど。 

0:29:59 今石原さん言われたように、資料として整理をしていただくとしてです

ね、ちょっと内容を確認し、 

0:30:05 たいんですけども、まず、どうやって作ったかっていうと先ほどちらっ

と言われましたけど、0 加来城も 00 資料で、 



0:30:17 レイジーＤ、基本設計方針を整理し、別紙 2 以降で、その基本設計方針

を単位ごとを分けて、 

0:30:28 番号づけをしていると。 

0:30:31 で、今日後のヒアリングの資料ですね、別紙 1－2 の 2－2－1。 

0:30:39 で言えば、 

0:30:42 ページ 2、 

0:30:44 予期される機能性能と主流の考え方ということでまず要求される正門は

機能性の、 

0:30:52 いうので表になっていて、この系統については、南條の今、話をした別

紙 2 でも基本設計方針の番号、 

0:31:04 いうところの関係で、こういうものが該当してます。 

0:31:09 いうことをまず、け。 

0:31:12 カーにもなると思うんですけど、 

0:31:16 本格を示していただいて、 

0:31:18 いうところですけど。 

0:31:20 これの番号と、真ん中に系統機能メール入って、 

0:31:26 今期系統機能名の、 

0:31:30 を一対一で指していると思っていいですか。 

0:31:35 はい、無限金田です。 

0:31:37 本文の 21 ページの表は、こちらも一対一になる。 

0:31:42 日本原燃の瀬川でございますちょっと補足をさせていただきます。 

0:31:46 133 ページをちょっとご覧になっていただきたいんですけれども、6 ペ

ージを見ながら 133 ページを見ていただけると、 

0:31:54 紙だったらそういう形でできるんですが、見ていただきますと、 

0:31:58 この業界設備に関わる閉じ込めの条文で機能要求のある落第てるやつと

して、項目番号一番というのが、133 ページの一番冒頭に出て参りま

す。 

0:32:08 この基本設計方針を受けたその機能名称としては、放射性物質の保持機

能という名称にしましょうというふうに、整理しております。 

0:32:18 それが先ほどの 6 ページの系統機能へのローマ数字の 

0:32:24 放射性物質の吸収できますし、133 ページの一番右端にですね、十条－1

と、 

0:32:31 いうものですね、これが別紙 2 と後付け版をというような形で 6 ページ

に整理されてございます。 

0:32:38 で、先ほど共通 09 本部の方の表にですね、 



0:32:44 ここに出てきている系統機能の、これ全体像になるんですけれども、こ

れは各別紙 2 をですね、総じて見ていった時にですね、 

0:32:55 各基本計画設計方針を述べられてるわけですけれども、その基本設計方

針の内容を、題名する名称として、閉じ込めであればこの 

0:33:06 七つ八つぐらいの系統機能名称で、基本設計方針を表そうような形で整

理したのがこの第 2 表の結果となっております。以上です。 

0:33:23 規制庁コサクです。 

0:33:28 別紙、各条別紙 2、ＮＯ、番号振ってあるというふうにこれまで、 

0:33:36 見ていたんだねと番号だと、内容がよくわからないので名称をつけた。 

0:33:41 いうこととは理解をしつつ、それを集約して云々でとかって言われる

と、じゃあどこがどう対応してんだっていう、わからないっていうとこ

ろでいい。 

0:33:52 もあるんですけど。 

0:33:55 主、 

0:33:58 別紙 121 の方ですね。 

0:34:05 ここで書いてるものでいうと大体一対一状態になりつつ、十条 68 と 67

としてる。 

0:34:12 ものがあって、6 が両方とも絡んで、 

0:34:16 ですけど、 

0:34:17 これは 

0:34:19 大枠としての全体の更新が、そのあと数日のう。 

0:34:24 運が続いていくというときに大枠は漏らさない。 

0:34:29 オオハシつつ、ここのやつが、 

0:34:32 手分けで入っているという状態だと思いますけど、ここはそういう理解

でいいですか。 

0:34:43 日本よりの見方等です。今 6 番 7 番のご質問ですけれども、基本、ここ

はですね基本設計方針の中身ちょっとすいません。 

0:34:54 ちょっと細かいんですけれども、実施としては 

0:34:57 収納するセル等の床を部分の、に対応する漏えい器回収のお話と、いわ

ゆる室といういわゆるどっちか、どちらかというとその変更時、 

0:35:07 農業という形の部分の方針としては同じような形で書いているんですけ

ども、扱っているものの対象がですね、基本方針違うので、ここはその

機能としてしっかりと施設整備という形でちょっと使い分けてですね。 

0:35:22 整理をしているということにしてございます。以上です。 

0:35:28 ごめんなさい。僕はそれを交換して書いてある文章だということでいい

ですか。 



0:35:45 すいません。678 の差分 5 っていうことですよね。 

0:35:52 そうそうお待ちください。 

0:36:08 すみません繋ぎでちょっと佐瀬セガワですけれども、お話をしますけ

ど、7 番は、崩壊熱が大して大きくなくて、漏えいしたときには、さら

に長田で抱えとけば、もうそれで事態収束だよと。 

0:36:23 いうようなものを、増益、漏えい拡大防止については 7 番てます。8 番

というのは、動いた後それほっとくと、沸騰になったりとかして事態が

拡大していくよと、いうようなものに対してはしっかり回収していきま

しょうねと。 

0:36:39 そういったようなそういったものを扱ってるところの、小山内について

は 8 番で述べてます。で、6 番というと、 

0:36:57 私もすみません今ちょっと、さっと見ると、7 と 8 を包絡しているもの

にちょっと見えてしまうので、 

0:37:06 本当にその崩落関係として 6 と 7 と 8 というのを分けて 6 というのを設

けたのかというのをちょっと再生させてください。以上です。 

0:37:19 やはり、せっかく今 133 ページ、334 ページ開いていただいたので、 

0:37:29 言うと、機能名称っていうふうに、ここで書かれていて、 

0:37:35 先ほど言った言葉と合ってます。 

0:37:42 上の方でいっぱい、 

0:37:52 前田新倉のページをめくり対比できない、聞いてるだけなんです。は

い。日本原燃の瀬川でございますですね。 

0:38:01 第 2 号、第 2 条ですね、第 2 項の漏えい拡大防止のところでいくと、系

統機能名称に書いてあるのですね。項目番号 7 番、8 番。 

0:38:13 が書かれているものでして、 

0:38:15 6 番というのは、これちょっと向上してきておりません。 

0:38:24 登録しておりませんので、 

0:38:27 ちょっと今ちょっとちょっと再整理をさせていただければと。 

0:38:32 院長です。ちょっと状況は私自身思いを入れてないんですけど、 

0:38:41 内容をしっかりと整理して、 

0:38:44 集約という意味でいうと 6 番、実質は幾つか内容が含まれて、ここで言

えば、133 ページで言うと、セル登録という話と、出動のという、 

0:38:59 二つがまじってます。それに、 

0:39:03 それぞれについては 7 番と 8 番の、言っていることも包含させて、 

0:39:12 一つの機能として表現をしています。 

0:39:16 いうことと理解をしましたと言いつつ、その下の、 

0:39:22 9 番も政党の漏えい防止強いコメント。 



0:39:27 いうことであって、この言葉は僕が 7 番、6 番、8 番というだけなわけ

でもない。 

0:39:39 いう等ですけど、 

0:39:42 この機能を達成するため、 

0:39:46 2、 

0:39:47 必要な時期というのは、 

0:39:50 第 1 で特定されるわけじゃなくて、その内数として、ナンバーに対応す

る機器ナンバーに対応する機器とまだ細分化されるということですね。 

0:40:00 日本原燃須田です。 

0:40:02 9 番。 

0:40:11 いわゆる 

0:40:13 外部 

0:40:20 管理します。 

0:40:22 これ先ほど 

0:40:30 で、 

0:40:37 これ 130。 

0:40:43 30 

0:40:46 もう、 

0:41:09 えっとそれと追加。 

0:41:11 678 というのが、 

0:41:14 は、 

0:41:18 3 ページ。 

0:41:21 増益てた。 

0:41:23 力を持ち、 

0:41:24 それから、 

0:41:26 7、8 

0:41:31 と違い、 

0:41:41 谷内の方、 

0:41:45 安全を医師会します。 

0:41:50 ので、それで 

0:41:53 とする場合、 

0:41:54 パターンについては、漢字の場合については 10、 

0:41:57 佐瀬十条、 

0:42:01 だから、 

0:42:02 そうしないと、 



0:42:04 では、 

0:42:08 16 と 17。 

0:42:11 使うというところちょっとそこをしっかり整理。 

0:42:14 小さい。 

0:42:20 音声、 

0:42:26 はい。進捗です。 

0:42:29 十分理解しきれなかった部分ある気がするんですけど、 

0:42:33 整理をしていただければわかるかなというふうに期待をしています。ち

なみに、この 134 ページの 7 番は、 

0:42:43 上のほうでリンクがあると言われてましたけど、ここにその溶解設備と

書かれてないんでしょうか。 

0:42:57 そうでしょう。 

0:43:26 動きですからです。 

0:43:29 確かに並ぶ 

0:43:32 ようして、 

0:43:34 5 回、 

0:43:40 の方です。 

0:43:49 尾崎さんおっしゃってるように、 

0:43:57 を、 

0:44:08 使い分けも、 

0:44:15 はい。ちょっと整理をよろしくお願いします。それで話を戻しますと、

ます。別紙 2 で整理をしてい。 

0:44:25 た南條南波という、今みたいに関連するものとして、山根児童 2 人、或

いは 

0:44:35 少し集約をするということで、 

0:44:39 去るもの、 

0:44:41 うん、同時に湧かない場合もある。 

0:44:45 番号を束ねているということで、 

0:44:49 その辺りがわかるようにしてもらわないといけないのかなあと思うんで

す。具体的には、 

0:45:00 この別紙 1 の 2－2－2 の一井の 6 ページとかにまとめてる表の形を、 

0:45:08 共通の、 

0:45:11 21 ページですか、第 2 希望のところで、この機能で、 

0:45:16 別紙 2 の頑張ってすってっていうのは書けますよね。 

0:45:24 はい。表明のセガワでございましたか、書けます。はい。 

0:45:29 対応したいと。 



0:45:32 はい。最低限それ、そういうような、そういう場というところで、Ｇを

見ればそれ、今、見さしていただいている。 

0:45:46 いただいたようにそれぞれの機能に対してどういうものがぶら下がって

ると、整理なんかもわかりますし、導入としてはいいかなというふう

に、 

0:45:57 Ｃ、中口です。 

0:46:01 はい。貴重な、うん。 

0:46:03 ちょっと繰り返しにはなるんですけど、 

0:46:07 この共通の指標自体が全体的なその抽出プロセスとかですね、そういう

ものをこうまとめてある程度、 

0:46:17 プロセスがわかるような資料ということで、今回、いろいろ、21 ページ

の表を含めて、追加していただいたところあるんですけど、 

0:46:27 その表現がどういうのかというところがですね、十分に書かれてない。 

0:46:33 ところがあって、 

0:46:35 この 21 ページ目の兵庫 20 ページであってですね、その検討機能がつい

てないで示すぐらいは言ったって、 

0:46:43 これがこういうもので、 

0:46:47 元としてですね、こういうようなまとめたのかと。 

0:46:51 言えばそういう流れがちょっとわかるように、 

0:46:54 プラス、全体像が把握できるようにというところで、まあ、あの表に関

連する文章表含めてですね。 

0:47:02 検討いただければと思います。以上です。 

0:47:08 表面化はしたそのように検討させていただきたいと思う。 

0:47:12 はい。共通経費は大丈夫ですか他にありますでしょうか。 

0:47:20 はい。なければいかんという、 

0:47:24 あとは具体的にちょっと別紙 1 の 2－2－1 ということで溶解性手続きに

ついて、 

0:47:31 これは従前から何回かヒアリングしている中で今幾つか検討して、 

0:47:38 それについてですね、修正していただいたものが提示いただいたと。 

0:47:44 いうところで、大体この内容自体は抜きますので、 

0:47:51 それは何となくわかっていてですね、前回の結局その資料構成自体が、 

0:47:58 どういう関係にあってそういうことからちょっと構成が明確なので、 

0:48:05 まずまず内をつけていただいたということで大体の中にはなかった。 

0:48:11 Ⅳですが、あと、ちょっとここのところでですね、年、 

0:48:17 この確認作業を進めるというところで、ちょっと不明確なようなところ

が、 



0:48:25 あったのでそこについて確認ではあるんですけれど、 

0:48:31 それで、 

0:48:32 従前からいくつかコメントしてる中では反映されてないような取得をし

て、 

0:48:38 今回先ほど紹介ありましたけど、 

0:48:41 Ｆとかそそういうところのその部分についてそれが上関係にあるのかと

いうことがよくわからないってのは従前から分析していたかと思いま

す。 

0:48:54 それから 150 ページで、そこら辺がばっかりをしましたっていうふうに

なってるんですけど、 

0:49:03 これは何ですか、ポイントとしては、こういう表記をしてるんだと、何

か勝手にこうこれに基づいて探してください、そういう人なんでしょう

か。 

0:49:13 はい。日本原燃、田仲です。 

0:49:16 流れの取り合いのところにつきましては、1 個 1 個丸番号を振ってです

ね、どういうふうにとり合うかというのをちょっと試みてはみたんです

けども、非常に数がですね、物によっては、 

0:49:28 数百ぐらいに及ぶものもあってですね、その 0 をかけるだけでも非常に

大変になってくるということなので、山根実際に追いかけるヒントとな

るものがございますので、そういうものもあるので、本文で示してる系

統図、 

0:49:42 Ｄの関係、あと山根の取り合いとか、あと周辺のフロムツーになってる

貯槽の関係とかもですね記載されておりますので、それを総合的に見る

と、 

0:49:54 一つ一つ山根に食い込む布施吉川こちらの方がいいのではないかなとい

うふうに考えた次第でございました。 

0:50:04 やっぱり資料中、なんか、何となく私Ｂな中で、 

0:50:10 ただ単にどっか上に行くかってだけの話で、後何かいちいちその 157、

黒須田部井との、 

0:50:19 何か、 

0:50:20 変換メーカーですね、後、どこのページですか、何かそこがより安いん

ですけれども、 

0:50:30 日本原電の瀬川でございます。 

0:50:32 今回その追いかけ方の工夫という意味で言ったのはですね、117 の資料

をつけたのもそうなんですけれども、例えば 49 ページ。 



0:50:44 いただきたいんですけれども、ＦＤ157 年以降の詳細な系統図に至る前

の手前の所、詳細な系統図ですね。 

0:50:53 こちらの、青色の水色で囲っている部分ですね。 

0:50:57 これが、ここに書いてある、例えば、49 ページの中段の方ですと、 

0:51:05 いろいろさん書いておりますけれども、 

0:51:07 ここに、先ほどの 157 ページ。 

0:51:11 以降のですね、 

0:51:12 同じシートがおりまして、ここにこの水色で囲っているような情報とい

うのが、記載されているというようなその全体のマップというのを、49

ページのような形で示さしていただきました。 

0:51:26 さらに、そのＥＦを伊方といった部分の参考としてですね、左側の方に

テキストボックスでですね、どっからスタートして、シートのナンバー

でいくんだよといったようなところ。 

0:51:40 も、をさせていただいたという、ちょっと工夫はしたつもりでした。以

上です。 

0:51:48 はい。野中すいません。私もちょっと全部資料置いてなかった部分ある

んですがだから、 

0:51:54 49 ページで大体部分からに移る。この部分は、このシートに書いてある

からということで、大体のそのページの、 

0:52:04 関係がわかる。 

0:52:06 ていう、まあ、そうですか。 

0:52:09 会議芳名のセガワでございます。その通りでございます。 

0:52:14 すみません、規制庁草場です。まず、この番号がないじゃない。 

0:52:23 峰さんです。佐瀬。坂野です。はい。 

0:52:28 小松委員。 

0:52:29 はい、わかりました。じゃあもう番号自体は言わないようにして話しま

すけど、 

0:52:35 番号出せたんですね、この番号の図面がどこの停止にあるんだっていう

のがわからない。一番、 

0:52:42 戦原因だと思っていて、 

0:52:46 て言うとですね、番号書いていただくのはいいんですけど、この資料の

7 ページだとかっていうようなことが、 

0:52:53 わかるといいな。 

0:52:55 いうことなんです。この資料の何ページっていうと、現場になってたり

してページというのはちょっと、ごめんなさいっていうふうに言うと思

うんですけど。 



0:53:06 先ほど 150。 

0:53:09 1 ページでしたっけ、抜粋へ。 

0:53:13 が違うの。 

0:53:17 さっき子供はもう、 

0:53:20 読み方を、 

0:53:25 山地。 

0:53:29 いえ、これー前に、 

0:53:32 150 ページ見ると、 

0:53:35 ＦＤナンバーっていうのが鍋倉、何か 2 人出ていて、 

0:53:40 理由が多分このＣＦＤのところには、分類の、 

0:53:47 ＪＡＬとかがあってそれをこういうことですよとかっていう、いうの

が、 

0:53:53 説明があるんだと思うんですけど。 

0:53:56 このＥＬＴナンバーなんですか。 

0:53:59 うんながらですね、一番 156 ページいきますＦＤ－№というのはです

ね、Ｄの理由をですね、グルーピングした際の番号になっておりまし

て、ＣＦＤそのもののシート番号とはちょっと違うようになってるんで

すがちょっと、 

0:54:13 誤解を招くと記載がないっていう。 

0:54:16 いや、ごめんなさい誤解じゃなくて、 

0:54:19 完全にこれ、何色ダンパって何ですか。はい。ていうのがもう、 

0:54:25 基本的にタナカず、具体的に申し上げますと、ＣＦＤの方のシート、例

えば 150。 

0:54:32 8 ページとかご覧なっていただきますと、青くで囲っておりますところ

に四角の方、何本か入っているナンバーは振ってあると思いますけど

も、こちらの方の番号と対応しております。 

0:54:50 ごめんなさい。 

0:54:52 四角番号、図の中で、四角でというか矢印を入れているところの番号。 

0:55:02 パッケージでした。その通りでございます。わかりました。ＮＴの中に

書いてある理由番号ということですね。 

0:55:10 はい。梅川足達総合力、 

0:55:12 はい、わかりました。それはちょっと違うのであるんですが、 

0:55:19 系統図を追いかけて抽出するといったときに、継続がいえる。いいです

かね。ええ。 

0:55:26 先ほど 100 ページぐらいがあって云々とか言われてたんですけど、1 系

統を示す時に、ページとか、 



0:55:35 ページ数ではなくて図矢羽根の数を数えると、いろんな意味では、100

超えたりするものもあったというものでした。 

0:55:44 わかりました。山根 0 を一対一というんではなくて読み方はこれでいい

んだけど、 

0:55:50 この引き続きってどこにあるんですかってこと等をパッとわかるように

できないか。 

0:55:56 結局皆さんはＦＤの番号やればすぐにそのゆり開けるんだと思うんです

けど、我々はできないんで、 

0:56:03 今見、実際に連番の提示をされてますけど、ＦＤの一式を書いてるとこ

ろの個別ページなり、Ｌ／Ｄの、この資料のその部分での、 

0:56:16 番号づけとかをすればですね、 

0:56:18 この版ホームページを開いたら、 

0:56:22 そこ開けばというので、ＣＦＤ番号と、通し番号、 

0:56:28 いうのを、 

0:56:32 その最初のページ、 

0:56:34 入れておくだけでも、 

0:56:36 それを傍ら日、 

0:56:38 山根のところ見たらべしというふうにできるんじゃないかと思うんです

けど。 

0:56:46 5 分ぐらいでいいます。 

0:56:48 はい。日本原燃須田でございます。 

0:56:51 わかりました。 

0:56:52 今の 158 ページ、先ほど、事例としてタナカの方からご説明しました。 

0:57:00 何か、その中のですね、 

0:57:03 久野様。 

0:57:08 ないんですけど、 

0:57:11 当番は、 

0:57:14 あと分数で書いてある。 

0:57:17 我々、 

0:57:23 番号⑤、 

0:57:25 区別、 

0:57:26 うん。 

0:57:28 実はそれが先ほどお示ししました。 

0:57:35 他の系統を使って説明している中に、 

0:57:40 それが水色では、 

0:57:43 もう 



0:57:45 それでわかるようにしてるんですが、 

0:57:48 おっしゃる通りですね。 

0:57:54 ぐらい。 

0:57:58 対応してる。 

0:58:17 はい。 

0:58:19 ここに行き着いてるのがどの位ＵＤなりで、 

0:58:24 山根とかを見たときにすぐにそれのページが開けるようにというところ

で整理して、例えば、 

0:58:31 北村さん、そんな感じで大丈夫ですか。 

0:58:35 とりあえずそこら辺まで整理いただく複写見やすいのかなというふうに

は理解します。はい。 

0:58:49 今日もう、他には、辻さんなんか、別紙の 1－2－6 ということで、 

0:58:59 別紙 1－2 における共通的な記載事項という資料が用意されてるんです

けど、ここの資料の位置付けは何だ。 

0:59:09 はい。インフルエンザの方です。土田の方はですね、 

0:59:14 Ｄとかに使っております凡例とかですねそういうところ、あとは資料の

構成の話とかもちょっと全部見えてしまってるところがあるんですけど

も、 

0:59:25 全般的な無駄であったり、補足的に解説すべき事項というものをまとめ

ておるような資料になっておるんですけども、 

0:59:34 ちょっと細かいところがちょっとあってですねあまり、これを一緒に比

べながらというようなこともないかもしれないです。 

0:59:45 はい。ちょっと今日いただいた指導自体のですね、共通要求等は、 

0:59:51 別紙 1 の医療設備等の 

0:59:55 別紙の 1 の議論というと、結構わかってるところもあります。Ｃどれを

中心を見ればいいのか。 

1:00:04 で、もう一度 2－6 はわからない。どうすればよかったらいいのかよく

わからなかったところがあって、日本が共通上級で全体的な、 

1:00:16 案内を、文節を示していただいて、ベースに、 

1:00:20 別紙 1－2 の 2－2－1、こういったものを 

1:00:25 確認し、防災、 

1:00:28 場合としては 1 の参照するかもしれないような集団とかそんなような位

置付けである。 

1:00:35 はい。それの補足的な人を指導、 

1:00:43 衛藤福嶋須藤、この別所市野の 

1:00:47 では、 



1:00:48 次が、 

1:00:50 現行の取り合いです。 

1:00:52 例えば溶液を移送する。 

1:00:54 はい。 

1:00:55 協会の貯蔵。 

1:00:58 委託する。 

1:01:00 は、 

1:01:03 情報から、 

1:01:06 だから、 

1:01:07 グループの 

1:01:09 Ｈｅａｄの飯泉ですけど、これもいろんな種類があります。 

1:01:16 どういうふうにとり合うのかというような考え方とか、そういったよう

な 

1:01:20 考え、 

1:01:21 はい。 

1:01:25 やめたのが、 

1:01:28 ナカガワおっしゃる通りですね供給要求の本文と、それから個別のべ

し。 

1:01:39 これを見たときに、 

1:01:41 こちらの方に、 

1:01:48 してますので、 

1:01:56 はい、規制庁の方で大体わかりましたけど、このＰＣの 2－6 は、対象

している文書みたいな投光器が、 

1:02:03 これは参照されてるんでしょうか。 

1:02:07 うん。 

1:02:08 はい。宮永さん、以前はですね、こちらの別紙 1 の 2－6 に、共通的な

事項ということで終了としない理由とか、 

1:02:17 記載して踏み込みなどしていたんですけど今直接、別紙 1－1 取り合っ

て、 

1:02:22 記載がなくなっております。全部。 

1:02:25 はい。 

1:02:28 すいませんコサクですけど、そもそも、 

1:02:31 1－2－6 って 1－2 の下にぶら下げたからあれなんですけど、別紙の構

成っていうのは全体、 

1:02:39 共通の方で説明されてるっていうことですよね。 

1:02:46 はい。皆さん総務部。 



1:02:49 それによって、1－11－2 千野さんとかっていう構成も出てきてたと。 

1:02:55 思うんです。 

1:03:00 Ｄ、 

1:03:01 特に 1－2－6 の最初は、 

1:03:05 同じじゃないか。 

1:03:08 へえ。 

1:03:09 先生もこれ共通。 

1:03:12 2、 

1:03:14 してしまうという考えでございます。日本原燃の瀬川でございます。今

古作さんおっしゃられた通りでして、 

1:03:22 これ過去、過去の設備の選定の検証のヒアリングで、いろいろコメント

を受けたところに対しての、その回答というのをまとめてるような位置

付けであったりしつつ、 

1:03:36 さらに現実的にはですね、この共通側、冒頭の本当の本体側に預けるべ

きものだと、重複してる部分ももちろんございますけれども、本来は安

く集めた続けるべき内容だというものも、多分ございますので、 

1:03:52 ちょっといま 1 度、こちらの扱い、再整理をさせていただければなと思

います。 

1:03:58 すいませんちょっと 1 点補足というか先ほど私に違えてしまったところ

ございまして、別紙 1－2 の両改正とかそちらの方のですね、4 ポツの方

で、今の支出の記録というものを共通的な事項として取り扱って、 

1:04:13 いうことで、読み込める記載がありました件数はですね、別紙 1－1－1

のですね、 

1:04:20 30 ページをご覧、 

1:04:23 先ほどＢをして、 

1:04:27 そうすると、 

1:04:29 一つの見方っていうことで、 

1:04:32 で、 

1:04:33 関戸氏を確認するにあたり、設計当初の記載。 

1:04:42 で、 

1:04:43 吉富片岡。 

1:04:49 はい。 

1:04:50 はい、星さん。 

1:05:03 はい。 

1:05:05 別紙 1 が 26 でいうと前半部分はほとんど共通に挙げられて、25 ページ

以降とかだと、見方っていう感じのところが強い。 



1:05:18 していって、これも別にあげても問題ないような気がしますけど。 

1:05:25 整理をしていただいたらいいかなと。 

1:05:31 金田です。 

1:05:34 はい、規制庁の方はちょっと私も時間あっていろいろ調べたら、環境今

回一緒業界設備を、別紙 1－2－2－1 の 47 ページ、一応別紙の 2－6 と

か、 

1:05:46 引用してるんですけど、もう先ほどの話の繰り返しになりますけど、結

局、共通的な要素があって、 

1:05:53 そういう方向を合成してしまうというような気もしますし、結局ですね

あの場茨城資料がですね、どういう位置付けのものかというところが明

確でない中でですね、 

1:06:07 展示されると、それを教育観点でどう見るかっていうところがわからな

いんで、 

1:06:12 何かこの 1－2－幾つというか、よくわからないっていうのはどういう意

味かよくわからないんですけれども、そういった使用過程というのは、

告示なのかもしれないんですけど、 

1:06:28 そういうところも、統括完結を示していただくと、それぞれ提出された

資料が見えて、何を見ればいいか。 

1:06:36 いうところがわかるかと思いますので、そういうことも含めてですね少

し仕様を見直していただければと思います。以上です。 

1:06:45 はい、棚田です。全体的な資料構成の見直し等も含めましてこちらの

方、どういう繋がりが出るのをわかるように修正したと。 

1:06:55 はい。室長の岡です。よろしくお願いします。 

1:07:01 ところが、そんなにはやらない。 

1:07:04 あまり、私の方から全体的なの。 

1:07:07 資料の説明の仕方とか、そういうところ含めてコメントさせていただき

ました。坂増加があればあれですが、 

1:07:17 木曽が何かコメント場合は、他にお願いします。 

1:07:31 はないです。 

1:07:35 です。 

1:07:38 そう。 

1:07:39 で、当審議会として修正をしている病院について、説明をお願いしま

す。 

1:07:50 はい。梅田です。 

1:07:52 水はもう、 

1:07:53 ありました。 



1:07:54 を踏まえまして、 

1:08:05 本部の方、 

1:08:08 苦労 

1:08:09 審査会合。 

1:08:11 ＡＤＡＭＳ量の考え方とか、 

1:08:13 やってないところがあった。 

1:08:17 苦労とか、 

1:08:20 何かあります。 

1:08:25 溶解設備の方につきましては、閉じ込めの増分のところの、 

1:08:29 奥田蜂谷。 

1:08:31 を整理した言うと、 

1:08:35 身売りをもう 1 人の 

1:08:38 何かあるっていうようなおわかり 

1:08:40 エネルギーの方のメンバー。 

1:08:42 指導メンバー。 

1:08:44 それがわかるような形で、 

1:08:48 言うと、 

1:08:50 つきましては、 

1:08:51 取り扱い、 

1:08:54 資料構成。 

1:09:03 作業はもう、 

1:09:04 福祉等の社内で調整し、 

1:09:08 はい。 

1:09:14 基本原則です。すいません、規制庁補足ですけど、ちょっと念のためな

んですけど、最初の方に話をした機能の名称が、 

1:09:24 具体的に、別紙 2 とどう繋がる。 

1:09:28 で整理をしたのかって言うところの関係で、それは最初に、その関係性

を整理をしていただくということではありつつ、具体的に 

1:09:39 この資料全体でどうなるかっていうと、別紙 2 から昨日整理をしました

っていうのが最初に出てきて、それを各別紙に展開をして、 

1:09:53 なんつうかね、関連するものをまず抜き出してあります。 

1:09:58 いうことになり、その機能についてをですね、 

1:10:05 この 121 であれば、 

1:10:09 9 ページから、 



1:10:10 この機能について、南條の機能について、こういうもので、こういうふ

うになってますというふうに書いていっていると。 

1:10:18 いうこと等ですけど、作業として 

1:10:22 先ほどの別紙 2 の抜粋を見ても、 

1:10:28 この機能に対するものってのは他の系統でもいっぱい出てくる。 

1:10:32 いうことですけど。 

1:10:35 その機能の説明っていうことは基本共通であり、 

1:10:41 あるような気がするんですけど、この場所っていうのは、全部それぞれ

が、 

1:10:47 単独で作業しているっていうことになってるんですかね。 

1:10:55 はい。日本原燃の瀬川でございます。ちょっと 

1:10:59 的外れな回答になるかもしれませんけれども、 

1:11:03 2－9 ページの閉じ込めの放射性物質の保持機能といったところですね、

この放射性物質の保持機能の大元の思想というのはもちろん別紙の基本

設計方針に書かれているわけですけれども、 

1:11:18 それを個別具体の設備ごとに、 

1:11:22 手法を変えてですね、今回この別紙 1－2 シリーズで 60、70 設備ぐらい

出しておりますけれども、その設備ごとにですねその設備を主語にし

て、 

1:11:33 どういう観点での放射性物質の自分のこの設備になっているのかという

のを、毎度毎度同じ設備から異なる設備に、9 ページ相当の解説を入れ

て、 

1:11:44 解説という発電所を入れて説明しております。以上です。 

1:11:50 9 ページは保持機能であって、単純に系統こういうのがありますよって

言ってるようなものなんで、あんまり 

1:11:59 それだけでも、そんなにも違和感ないんですけど。 

1:12:03 11 ページに行くと、 

1:12:07 まさに昨日来いろんな話があって、第 1 段落はその機能の説明が書いて

あり、その中に具体名も入ってきてるっていうことなのかもしれません

けど 

1:12:20 舞台がぶら下がってくると。 

1:12:22 いう感じになってますんで、私が気にしたのはその最初の、その機能の

説明をしているところが、人によって違うことを言われていると。 

1:12:32 非常に混乱をするのじゃないかなと。 

1:12:35 思ってまして。 



1:12:38 一つの機能に対する説明は、横並びとってくださいって言って、できれ

ばそれを効率的にやれる方がいいんじゃないですかっていうことなんで

すけどどんな感じですか。 

1:12:49 はい、本江野瀬でございます。まさにこの崩壊熱状況みたいな系統部分

につきましては、個別設備が担う。この開発状況の部分というのはこう

いった 11 ページ程度のですね、概略的な記載。 

1:13:04 個別設備を処分して展開しておりまして、これを取りまとめる親となる

安全冷却水系のこの別紙 12 というのがまさに今日お出ししてる説明資

料の 12541 と、 

1:13:17 田川になっておりまして、こちら側がこの崩壊熱除去機能に対しての方

向やとなる設備になりますのでこちらでしっかり、 

1:13:25 全体総括して伸びるというような役割分担で道のりを作り込んできてお

ります。以上です。 

1:13:34 はい、わかりました。 

1:13:37 これをしっかり書けば 

1:13:40 他のところで、機能を、 

1:13:43 になってる部分についてはこの文書をもとにして変えていけばいい。 

1:13:49 はい、本江さん。 

1:13:53 はい、わかりました。その上でもう別紙 2 という流れを着性して、まと

めていただけるとこちらも見やすいかなと思いますので、よろしくお願

いします。以上です。 

1:14:05 はい、承知いたしました。 

1:14:10 はい。共通して、規制庁側からございますでしょうか。 

1:14:22 あとなければ続いて、次の資料に移りたいと思います。1 溢水 0。 

1:14:30 ぜひて道民の方から説明をお願いします。 

1:14:35 はい。イメージ。 

1:14:37 朱色のように 40 ということで、7 月、7 月 19 日、 

1:14:46 これまでのビルディング鳥井を踏まえまして、集中させていただきまし

た修正の名残ご説明をさせていただい 

1:14:55 て、右下 8 ページ。 

1:14:58 ありがとうございます。ステージだろ。 

1:15:01 ページから 8 ページにかけてでございます。 

1:15:03 基本的方針の冒頭の文章の構成を見直しをしてもらいます。 

1:15:10 8 ページの一番、農政教室の一番下の段の下にあります実績評価の話を

ですね、 



1:15:17 この 8 ページの溢水の対象設備以外の安全機能を有する課題の前に、ほ

ぼ代表設備に対する安全機能を損なわない設計の一環 

1:15:28 として聞いているかを行いますような文章。 

1:15:32 ございました。そのあとに、10 ページにあります。ホームページという

委員長が、 

1:15:41 これが一番最後、11 ページの 3 に当たるところで、防護対象に関する説

明、設計の関係と評価の話が、取り組んでいたところ、 

1:15:52 文章の構成を見直しまして、防災に対する連携を図った上で、評価の話

を書くということで、構成を見直しをさせていただいたと。 

1:16:05 続きまして、右下 11 ページ、これ以前、すいません、東郷作ってない

のであって消火水等、（2）は、 

1:16:15 相当が抜けません。 

1:16:19 見直しをしたということでございます。 

1:16:24 うん。 

1:16:24 続きまして、ＣＧと、19 ページ、実際 19 ページは吹き出しの文言にな

りますが、高校生の方の 

1:16:35 待とうとしています。衛藤の解説のところで、これいろんなものを整備

して、 

1:16:43 それ自体の当初として、 

1:16:48 を使って、もう書かさしていただいてる施工部隊については、ＡＴ処理

側で展開します。 

1:16:55 沖さん。 

1:16:58 はい。 

1:17:00 続きまして、 

1:17:02 右下、 

1:17:04 23 ページ。 

1:17:06 田部井を取り扱うかどうかの関数の関係ですね。前回もいろいろお話を

させていただきました。監査役だけが単品でいるわけじゃなくてやはり

壁。 

1:17:18 等の関係で、かつの話が、業界として存在するということだと思います

ので、ここも、 

1:17:26 記載を見直したということでございます。 

1:17:31 はい。米州としては、 

1:17:36 右下 3 ページ以降の第 2 章のところも、先ほど貫通部の壁の関係は整理

をした上で海岸管理室所長含むという形で、記載を見直して、させてい

ただいてございます。 



1:17:49 はい。 

1:17:51 右下 44 ページ以降別紙 2 でございますが先ほどの別紙 1 の内容を踏ま

えた上で、記載を修正後他の条文との関係も、 

1:18:02 見直し。 

1:18:06 2 社 67 ページから別紙 3 でもない。 

1:18:09 これも石井君。 

1:18:17 はい。 

1:18:22 右下、82 ページから資本の構成の話を書いてございます。そのあと別

紙、83 ページから別紙。 

1:18:33 －4 がスタートしております。 

1:18:36 一番左側行政教授の北井野辺式に合わせて修正をさせて、 

1:18:42 また整理した。 

1:18:46 88 ページとかですね、備考欄、先ほど指示系統としたものについては、

いわゆるこれ、別紙 4 の今つけてますのが 1－1－7－1 が、大本の家の

前となりますので、 

1:19:01 これが実際にかかる子供の添付、今後懇親会でつけていきますので、こ

れも添付側で衛藤のところは紹介をさせていただきますということを、 

1:19:12 記載をご覧ください。 

1:19:14 ました。 

1:19:16 はい。 

1:19:23 募集、大きな 

1:19:24 としては、 

1:19:29 右下 110、109 ページ。 

1:19:34 前回勝部施設長、葛西との関係の話がありました。 

1:19:41 すいません調べたところでは、 

1:19:44 違いはあるわけじゃなくてですね。 

1:19:46 これもともと言いたかったのは、まず、原理原則として止水処置の関数

は、火災によって機能を損なわない設計をしますということです。 

1:19:56 ただ一部、樹脂とかを使うような、かつ修正処置をする場合、当然火災

区域の境界には耐火シールがあるんですが、 

1:20:07 耐火シールは、完全に止水をするということまでは期待はできないの

で、この貫通部止水処理で樹脂を使っている火災が同時に起こった破砕

をもって、消火水をそこに放水するといった時の、 

1:20:21 の経路として考えると、耐火シート同等の耐火精度をこの実験に関する

自制処置が持たない場合は、持つことが証明できない場合は、 



1:20:33 消火水を溢水経路として考慮しますよということを書かさしていただき

ました。小浦には説明を書かさしていただいてると、いうことでござい

ます。 

1:20:44 はい。 

1:20:48 後は一切 123 ページ、屋外の一時レーザーとか開口部の段差ですね、ワ

ークをするというのは以前からお話をして、 

1:20:58 問題。 

1:20:59 で、評価としては、 

1:21:02 概略評価を行って、開口部の高さが、水位を上回る水位が開口部高さを

下回るということは確認をしました。 

1:21:11 詳細評価ということで、小浦に今回示しますほうの 1－1－7－4 で示す

ということを書かせていただいてございます。 

1:21:21 はい。あとは、 

1:21:22 実際は 27 ページから、2 ポツ 4、下水道設備の設計方針というのができ

ます。今回建物に関するものもありますので当然ながら、取り交わせる

ものは、 

1:21:33 内科のお薬で年間 

1:21:37 と。 

1:21:41 いうことでございます。 

1:21:43 はい。説明は以上になります。 

1:21:52 長です。説明について、規制庁側から確認ございましたらお願いしま

す。 

1:21:58 大岡です。それでは、今示された戦させていただきます。 

1:22:08 まず 8 ページ目のところで、 

1:22:14 今まで、その評価を結構範囲出していたっていうのをあと思い出し生命

前の部分、前半部分の感覚。 

1:22:23 少し、 

1:22:25 もう少し調整したんですが、目的が、 

1:22:30 設定するために載ってるんですが、他の点数とか、あと今までも議論し

てきました評価はあくまで 

1:22:38 確認のため、 

1:22:39 その設計が、その設計が大丈夫であるという確認のため、 

1:22:45 僕 

1:22:47 ちょっと目的が変わってるかなと思います。で、 

1:22:52 運用面の損なわない設計であることを確認するためにとか、 



1:23:00 ほかの点ぷーにあるように、その確認するためっていうことを部分的

に、 

1:23:05 した方がいいんじゃないかなと思うんですが、ないです。 

1:23:08 はい、ユニシアでございます。今ご質問の件で、 

1:23:13 5 のところに書いてある、今、我々中瀬見てるは、 

1:23:18 河川である以上、そのまま持ってきて、 

1:23:21 大下三浦通り、 

1:23:22 池戸友田はない設計だと確認するために、 

1:23:28 ＭＣを伺いたい。 

1:23:32 はい。施設を借ります。ちょっと細かい話なんですがそのあとの、 

1:23:38 10 ページ目のところの繋がりがやっぱりちょっと、 

1:23:43 また、設備とかＭＡＲＫ－ＩＩ中にあって、追加の条件の違いっていう

ところでの繋がり、 

1:23:51 その評価としては、 

1:23:54 ぶつけたっていうこともあって、なおとか、そういうので、 

1:23:58 もう 1 回、 

1:23:59 今回、思うんですけど、 

1:24:03 はい、西田でございます。失礼いたしました。文章の繋がり見た上で、 

1:24:10 なるほど。 

1:24:12 あげて、 

1:24:13 部長として、 

1:24:17 はい、清鳥海ですよろしくお願いします 

1:24:20 あと 15 ページのところ、 

1:24:22 その作業者の下のところも少し申されているんですが、ここちょっと溢

水量を設定することについてとか、 

1:24:33 融資部門に対して質量を設定するっていうような、 

1:24:39 まず、ちょっとくどいっていうことだったんですが、まだちょっと溢水

量を後ろにしてるのでちょっと今回のスワって、溢水量についてはって

いうふうに書いてもらったら、佐野松井はもう、 

1:24:52 降水量講習時間から設定するとか、駆動車を少し、 

1:24:58 考えて末もこう調整されたっていうところで溢水量をこうっていう、 

1:25:03 もう、省いた方でしたっていうちょっとケースが、 

1:25:07 いかがです。 

1:25:09 はい。米津ありがとうございますそうです。まだ足りてないんですね。 

1:25:15 それ説明したのはホウスイに、 

1:25:19 より水量の設定の考え方ですのでおっしゃっていただいて、利水を 



1:25:28 ご出席いただく合理性については、放水量と、 

1:25:33 平成、 

1:25:37 はい。規制庁、岡です。よろしくお願いします。東京の設計方針から見

て、23 ページ目。 

1:25:44 わざわざ 25 ページ目の、 

1:25:48 今回の事業活動以降のも℃のところで、 

1:25:52 25 ページの設計方針になったと。 

1:25:56 これ、ここ必要だとは思っているんですねのための確認なんです。 

1:26:01 添付書類の方ではここ当番なってですね、 

1:26:05 顧問、Ｘトレイ側ではない理由とかもしわかれば、 

1:26:12 教えていただきたいんですがなんかここほぼない理由ってあるんです。 

1:26:22 はい。読み一緒。 

1:26:25 よろしい。 

1:26:28 まで、 

1:26:29 0 でした。 

1:26:31 15 ページ。 

1:26:35 高水準。 

1:26:37 評価対象となる防護設備が設置されているか。 

1:26:42 これも、 

1:26:42 どうしよう、どうか。 

1:26:44 ていう溢水対象降水による溢水評価 

1:26:50 営業部。 

1:26:51 そのあとの括弧Ｂ。 

1:26:54 消火水の構成によるということでも消火水を対象にして、どんどん展開

をしていて、 

1:26:59 ただこれまでの議論で消火性が一番何ていうんでしょうか。 

1:27:06 程度ありをして、どこまで残すかってのは確かに議論あるような気がす

るんですけど、前よりここはどこしといた方がいいんじゃないかという

ことで、整理をさせていただきました。 

1:27:17 他のところは地震がはずっと言ってしまえば、大体いろんなものが入り

込んでくるので、衛藤細かく使わなくても、そういう気がしたんですけ

ど、 

1:27:27 小高の 

1:27:30 評価の防水においても、あらかじめ選定した上で書いていたところを、

含めていろいろ評価が一番、いろんな要素がありそうなので、等も含め

て展開しようという 



1:27:43 ことで、20、先ほど、 

1:27:46 うん。 

1:27:48 で、等つけて展開をさせていただいたということでございます。 

1:27:53 はい。説明です。わかりました。ここやはり変更点。 

1:28:00 いただければと思います。今のような理由が結果があったんで、よろし

くお願いします。 

1:28:09 はい。病院長でございます。 

1:28:12 規制庁オオオカです。基本設計方針としてはちょっと今の段階では、添

付の方で調整恒設活動させていただきたいんですが、現時点、規制庁の

赤川漱石の更新、別紙 1 に関して、 

1:28:28 何かコメントありますでしょうか。 

1:28:33 ないようでしたらちょっと別紙 4 の方で、向こうの修正の中で幾つか、 

1:28:39 引っ越し導線となりそうなところがありますので、まずちょっとさせて

いただきます。 

1:28:45 近江。 

1:28:47 まず、今後、88 ページ目でちょっと説明があった消火水のところ、 

1:28:53 ここが、添付書類の方、六ヶ所ニコス以降になってるので、これはおそ

らくっていうんでしょうね。 

1:29:03 はい、与儀石田でございます。はい。 

1:29:07 西岡さん、どうぞ。 

1:29:12 はい、規制庁さん、ちょっとそういうのをお願いします。93 ページ目。 

1:29:19 前回の議論に基づいて、大変適当ということで、評価条件式っていうこ

とという議論もあったかと思うんですが、 

1:29:30 今回、93 ページ以降のところで追加されたところの 2 行目から、 

1:29:37 もうちょっとよくわからなくて、石井昆解消設備の資料全般を示すって

いうふうに、 

1:29:45 書いてある、これと評価条件の関係っていうのがよくわからない。 

1:29:50 これはどういう整理なんでしょう。 

1:29:59 日本原燃の福村でございます。 

1:30:06 前回提出したときには、 

1:30:08 すべて、 

1:30:21 評価。 

1:30:39 しょうか。 

1:30:49 規制評価におきます。 

1:31:22 規制庁たです何か。 

1:31:25 溢水工房解消設備の使用全般に限定をかけてるような、 



1:31:30 イメージが、 

1:31:31 この書き方では、今の説明もそうだったと思うんですけど、例えば、水

をここ含まれて 

1:31:39 い水量の方に含まれると思うんですが、溢水量なんかは、後日の資料で

もなくてですね。 

1:31:45 前回の議論、今のおっしゃっていただきましたが、やはり評価条件全般

ということで、そこを限定するんじゃなくて、 

1:31:56 ほぼ次回の 

1:31:58 書類の方で評価条件を、全般的に説明されると思うんで、そこで説明し

ますっていうような仕組みが、 

1:32:08 説明の方が何か、 

1:32:10 我々としては、受け入れやすいと思ったんですねたん。 

1:32:14 はい。マネージャーでございます。ずっといろんなケースが考えられる

し、溢水防護対象質疑っていうのが、 

1:32:22 何か出てこない。 

1:32:24 最初に来る 

1:32:26 までＢＴわかる。 

1:32:29 評価の条件として想定されるもの、 

1:32:33 ものにできそうなものを書いた上でそれが、も含め、様々な評価条件く

ださいようなものっていうのをちゃんと見ますよという意味での、この

通りだと思いますので、 

1:32:44 そういったことばかり記載。 

1:32:50 田尻です。1.1、調べたんですけど、どこで一斉降格においてっていうも

んあると、一生懸命、 

1:33:05 はい、三品でございます。 

1:33:08 にわたり、 

1:33:11 運用方法対象設備を新たに置けば、 

1:33:15 もう 

1:33:18 いうことになると思う。 

1:33:19 ここはもう対象じゃなくて、水平の方。 

1:33:26 要は、頑張ってあげる方って、全部行っていこうかっていうと、違いま

す。 

1:33:36 はい。なので、おっしゃってる趣旨はわかりました。ここにおいてと書

いてしまうと、他のところで条件が変わったものがスクリーニングで早

くなってしまうということは、 



1:33:46 あってはならないんで、そこも含めて、ちゃんと拾えるように、1 相整

理をしたいと思います。 

1:33:53 政策性全部結局見れるんだっけっていうふうにならないような検討いた

だければ、ちょっと横が失礼しました。 

1:34:06 はい。次調達ありがとうございます。 

1:34:10 越冬 

1:34:11 94 ページ目のところで追加していただいたところが、 

1:34:19 以前から議論している伊勢評価の、 

1:34:23 考え方ですね、評価対象となるものの考え方なんですが、 

1:34:29 まず以降のところで、設計方針、方向性を踏まえた記載というふうにな

って、これはどういう意味です。 

1:34:43 日本原燃のフクムラで、 

1:34:46 こちらの備考欄に記載の、 

1:34:48 としましては、 

1:34:54 だから、 

1:35:20 こちらの理由としては、確かに、 

1:35:24 以前はお伝えした。 

1:35:35 はい。伊勢。 

1:35:36 太田です。 

1:35:37 うん。 

1:35:38 いまいち。 

1:35:40 わからなかったんです。 

1:35:42 そういうふうに修正させる。 

1:35:47 ここで、 

1:35:48 青字を出した人は、道路ってしまって恐縮ですけど、右下 7 ページの、 

1:35:56 基本設計方針、 

1:35:58 対象外ですけども、添付書類 5 のところの、 

1:36:05 なお書きが必要になると思います。ここの話を書きたかったということ

でございます。いずれ多少設備はこれ公衆への影響とかも考えた上で安

定になりますと、 

1:36:18 言った上で、ただ、その防護対象設備のうち、影響を受けてもその機能

が損なわないことが明らかなものは、影響評価の対象として抽出しない

として、これ 

1:36:30 木津川で展開しますよっていうことで、 

1:36:33 それを変えるということでただ、それをそのまま備考に書いてないん

で、許可において、一斉対象設備からの溢水影響、 



1:36:46 溢水量て機能喪失しないと、明らかにしないとするものについては影響

評価の対象としないとしていたことを添付書いわれ記載の施策というの

が実態でございます。 

1:36:57 以上です。 

1:36:58 はい、辻岡です。そういう理解だと思います。ここの部分を少し議論、 

1:37:07 まず、この今、 

1:37:09 さしていただいた基本設計方針は別紙 1 の、 

1:37:13 添付書類 5 になる。なお町井のところがここに表現されている。 

1:37:20 できるだろうなと思っての確認だったんですが、 

1:37:24 まずここ、 

1:37:25 添付書類側に入ってもらったことが、完璧に表現されていないと思って

いまして、 

1:37:34 溢水により安全機能を損なう恐れのある設備を対象とする。 

1:37:39 こういうふうに書いてあるんですが、 

1:37:41 書類側の説明では、そういった今までの議論でまだ逆に、溢水、 

1:37:49 評価対象を設定するために、溢水評価をしなくてもいいものっていうの

はどういうものかっていうことをまず考えましたっていう、そこから、 

1:37:59 集まった議論だったと思うんですが、それについては、どういう 

1:38:04 整理になってます。 

1:38:08 はい。与儀石田でございます。私ども、 

1:38:12 その通りで、ここでやっているのは許可がずっとそうだったと。 

1:38:18 要望対象説明また案として選んだ上で、溢水の影響を受けたとしても、

その機能が喪失しないことが明らかである。 

1:38:28 これを影響評価に回さないだけじゃなくて、恐れがあるものを選びます

と言ってしまうと、恐れがあるかどうかの評価を一旦してしまっている

ことになるので、 

1:38:39 そうではないとそういった評価をする前にもスクリーニングできるもの

を、落とすということをご説明しないといけないんだと思います。そこ

は今日は、前回を明らかにここにちゃんと正しく書けるように、水位、 

1:38:52 文章をもう一度集結させていただきたいと思い 

1:38:57 はい。我々もそういう認識で、コメントしたところがありまして、そこ

ら辺、少しまず、 

1:39:06 5－1－1 の 7－1 では、そういったところをサマライズさ、要約したよ

うなものに変えていくっていうそういうスタイルかなと思いましたの

で、 

1:39:17 その辺の対応を、またよろしくお願いします。 



1:39:21 はい。いいです。 

1:39:24 はい。 

1:39:25 はい、規制庁からです。で、あと、 

1:39:28 評価対象っていう、チェーンが何か新しく追加されてきているような気

がするんですが、 

1:39:37 ここまでというか、ここから先はもう、その表現は使ってなくて、評価

対象の 1 水道対策設備っていう言葉をずっと今までも使ってきていたと

思うんですが、ここ、 

1:39:50 これも変える必要があるんです。 

1:39:58 容疑者でございます。今言われ、 

1:40:09 うん。 

1:40:12 評価対象設備という言葉です。 

1:40:15 はい。4 ページ目が、 

1:40:19 評価対象設備っていうことにして、評価対象設備という言葉でこう展開

しているように見えるんですが、 

1:40:30 そこら辺の書き方というのはい、西銘でございます。 

1:40:37 ございます。 

1:40:38 5－1－1－7－1 の段階では、業績表彰を受けた多くの方針を示すという

ことで言えば、この評価対象設備という要望設定は、段階では必要ない

と。 

1:40:49 この後に出てくる添付書類の小別府です。1－1－1－7 にまで来ると、大

丈夫ですと選定ないっていうので、評価をする対象としてもいろんな関

係ある。 

1:41:02 この添付に来て初めて実験が必要なの。 

1:41:05 思います。 

1:41:06 ただそれも、この後、1－1－7－1 で言っている言葉を使いながらそれを

この後ずっと出てくるんで、会議に 

1:41:16 講演会をするということが、この子供連れてくるぐらいでよくて、この

一番上の添付でそこまで書く必要ないと思います。非常に、 

1:41:26 はい、清長です。何か新しい 

1:41:30 位置付けを追加して、かつ、従来の言葉を使っていくっていうような形

で今はなっていて、ちょっと複雑になってきてはいるんですが、どう考

えても同じ。 

1:41:43 言葉を、20 年にしてるような印象を今持ってますので、ちょっとそこら

辺は全体を整理した上で、端的にちゃんと表現できるような、 

1:41:53 状況として整理していただければと思います。 



1:42:03 わかります関係してですね今の話が出ましたが 5－1－1－7 の 2 の口頭

7－1 で、どういうふうに書き分けるかっていう観点で、 

1:42:14 5.0 をします。 

1:42:16 別紙 5、 

1:42:22 越後のところで追加いただいたところです。 

1:42:30 140 ページ目。 

1:42:34 40 ページのところで、今のところが 1－1－7－2 の方には追加されてき

ているんですが、1－1－7 のうちの方にわあ、生かされてなくてですね

で、 

1:42:44 これをちゃんと整理していただくっていうことも含めていたんですが、

どういう安全言われてるかみたいなところを少しここら辺で整理いただ

きたいんですが。 

1:42:58 はい。与儀次長でございます。まず、考えていたのは 5－1－1 の 7－

1。ここでは、 

1:43:08 対象の選定として、基本的方針から展開を受けて次をやりますと。 

1:43:14 正しいという金岡 30 の中で、この僕は 1 に書いてあるような、明らか

そこだけを損なうことが明らかなものが、 

1:43:28 評価の対象にしませんよという、リーディングにかかるようなことは、

この 1－1 の 7－1 では、 

1:43:37 その具体の展開方法の 1－1－7 に提示していくと。 

1:43:41 そこは、音声文言にそこは展開をしていくんだと思ってますので、前振

りとは言ってないんですが、この 1 名、うちの伊井でコウセイコウを立

てて書くほどのレベルまではいかないというのが今の考え方 

1:44:00 第一声超過です。そこまで確かにいらないとは思うんですが、 

1:44:06 そうですね。少しそこについても、 

1:44:11 評価対象設備の選定とかも、設計方針とか、そういうものってんじゃな

いかなと思ってたんですが、その辺は、 

1:44:22 はい、理事者でございます。はい。ちょっと先ほどの議論を踏まえて、

ここである程度何か思ってるんだということがわかるように、キーワー

ドここに確認したい。 

1:44:35 はい、規制庁、その辺はまた最初に、よろしくお願いします。 

1:44:43 あと 108 ページ目。 

1:44:48 に、 

1:44:53 下のところ、現地書類の下のところで、なお書きで、今回、カクウにつ

いて追加されているんですが、 

1:45:03 ここ、まずやっぱり、 



1:45:07 多分、評価の、 

1:45:10 ことであって、安斉の更新、更新のその第 1 回の娘、 

1:45:15 やるようなことじゃないのかなと思うんですが、これは委員長みたいな

ものはどういうことが、 

1:45:24 はい、上西でございます。はい。 

1:45:28 以前の議論も踏まえた上であくまで評価にあたっては、区画の設定をし

ますよというところの、価格の話とあとは今、 

1:45:38 その架空の凝灰するものに対してどこまで機能を求めますかというよう

なことを併せて、ここで整備と思ったんですが、 

1:45:51 がっちり書きたいということではないんですが、丹治板東は、一番頭の

文章のところで、評価にあたって区画を徹底するっていうか構成率って

のはこういうことがあるよということが言えれば、 

1:46:02 5－1－1 の 7－1 としては十分なのは、 

1:46:06 目的を達成できるかなと思っていましたので、 

1:46:11 ここまでの記載がどうしても必要だということはないと。 

1:46:14 これは、区画の設定なり評価にはつければ、 

1:46:19 そういうことで考えてました。 

1:46:24 そういう認識でして、ここで何か相当期間があってですね、市長が強い

と言ったあくまでこれは評価の、 

1:46:35 じゃなくて、方針なりっていう、思ってましたので、その辺またよろし

くお願いします。 

1:46:46 続きまして 109 ページ目、先ほど説明を受けた宗葛西。 

1:46:51 火災に対する溢水、 

1:46:54 でも団地です一つの考え方。 

1:46:57 説明を受けたということで、伊藤は、議会の試算ですが、 

1:47:04 ちょっと 100 ページ目の添付書類のところで二重線引いたらいろんなと

ころが、 

1:47:11 もし詳細すぎるかな、例えば書いたシールとか、今まで全く説明されて

こなかったようなものが、具体的に登場して、もう少し、 

1:47:23 これも出すんであればもう少し具体的な説明が必要になりますがそもそ

もここまで具体的な説明をするような場所じゃなくて、谷津。 

1:47:33 二つですね一つのうちで、 

1:47:37 耐火性能を期待できないところは、溢水経路にしますよってまず端的に

ここは書いていただく方がいいんじゃないかなと、あまり具体的な出さ

ずに、 

1:47:47 江藤と進藤志成会のはないかなと思ったんですが、 



1:47:52 はい。はい。 

1:47:56 おっしゃっていただきます。 

1:47:57 場合として、ということでございましたので一番最初にお話をしたの

が、ちょっと場所が非常に多くてですね消火活動に加工。 

1:48:07 の防火シートや及びシミズ作業を配布する場合は前にどんどんいっぱい

し、 

1:48:14 貫通部止水処置。 

1:48:16 うち 

1:48:18 火災の場合は、溢水経路として考慮しますというようなことを、また適

宜、文章があって、場所も含めて、遠くに出したところもあって、なん

じゃこれ。 

1:48:30 以降は我々考えていることはご説明できたと思いますので、今、食べる

場所に記載をもともとあったような、正義た文章記載をして、 

1:48:42 終わりという形にさせていただければと思ってました。以上。 

1:48:48 ライフワーク正常化でその今のマターで正しいの構成も別に、これによ

って例えば正しいの内容がちょっと、具体的すぎるっていうところ。 

1:48:59 ただし、もう年を少し、 

1:49:02 2 月ぐらいがいいんじゃないか、初めのころよりは大分わかりやすくな

ったと思いますので、そういう更新されてはっていうことでコメントし

ていましたが、もし、もう少し端的にすると、 

1:49:16 すいません柳下でございます。 

1:49:18 もうおっしゃったようにお願いしました。 

1:49:21 ただし見てもちょっと 

1:49:25 立崎水措置のうち、 

1:49:30 相川正道期待できない箇所は、消火栓、水系として、ちょっと私文書 

1:49:38 形付けを、 

1:49:41 はい。それで、わかったと思います。そ、その上で、向こうの方で、 

1:49:48 少しちょっと具体的な場面をっていうところなんですが、今の、 

1:49:52 以降に書いてあるところがですね、ちょっと論点が一つの文章の中でよ

くまざり過ぎていって、 

1:49:59 溢水の説明をしてるのが最後説明してるのかっていうところが、すごく

効果がちょっと。 

1:50:05 わかりづらくなっていいるんですね、ろ。 

1:50:09 まず本でも、ちゃんと溢水のことと火災のことについては 

1:50:15 新田上で、それぞれ、ちゃんとそれぞれのことも、 

1:50:20 入っていただきたいんですが、以降、伝わりました。 



1:50:24 はい、三品でございます。ちょっと、確かにいっぱい書いてます。ま

ず、我々説明したかったのは、まず 

1:50:32 先ほど説明ではしましたが、耐火合格と、 

1:50:41 火災の拡大、火災区画、いずれも各ね架空の家が間違ったりとか、いい

ねということはないので、まずそれを前提にした上で、深尾協会には、

田井加藤、止水と両方の事業を 

1:50:55 付けますよと言った上で、消火水を放水するということが火災が起こっ

ていくということを前提した場合に、 

1:51:05 一部止水措置の部分が大会、課題に対して、もたないという、概要的に

持たない、もしくは、持つことが、 

1:51:16 証明できない部分があるので、そういった場合は、火災によって機能が

喪失するということを前提に、 

1:51:25 溢水経路として考えますというようなことが、動向は説明したかという

ことでございました。 

1:51:33 はい、規制庁から今の説明がすごくわかりやすくそういうことをちょっ

と備考の方で少しセンターの整備して、表現で、 

1:51:42 入ればなと思いましたので、また日本語、 

1:51:47 記載の見直しと、よろしくお願いします。 

1:51:50 はい、井手千田でございます。 

1:51:55 123 ページ目。 

1:52:00 今回、高さん、後藤田井っていただい。 

1:52:06 さあ、ここの一番下の段落なんですが、 

1:52:10 もう少し、 

1:52:12 ちょっとこの間、 

1:52:14 淡白すぎるかなというのが、 

1:52:20 具体的に、 

1:52:23 もう少し具体的に書くという上では、溢水により米に対するすいいがと

か、 

1:52:30 少し、 

1:52:31 ちょっと説明が不足してるところ就職していただきたいなと思うんです

がなったら、 

1:52:37 はい。メディアでございます。はい。ご指摘の点は、取り返したところ

ではもともと最初に、その上の段落資料名に滞留水室に対してといっ

て、開口高さ、 



1:52:50 というこの文章で書いてあるキーワードのリークパス方法も今ないの

で、繋がらないというところがあってそれが繋がるように、例えば中央

に対応類推 

1:53:02 いえる、実績だとかっていうことで、ということの評価の話をしてるん

だよということがわかるように、 

1:53:09 うまくと思いますが、それでよろしかったです。 

1:53:13 院長とかそういうことですので、少し主務という修飾を入れた、入れる

と何かうまく前の分と繋がるのかなと。 

1:53:21 3 でまた見直しの方、よろしくお願いします。 

1:53:24 はい、与儀です。羽山失礼しました。 

1:53:29 規制庁甲斐です。担当、 

1:53:32 自動というわけではないんですが、昨日ヒアリングでのその共通事項の

ヒアリングの中で、溢水の、 

1:53:42 添付書類の中で、耐震のところに飛ばすところというところを少し具体

的に明記してくださいというようなところがあったと思うんですが、 

1:53:53 耐震説明書に飛ばすところっていうのを少し具体的にっていう話があっ

たんですが、死亡なんかでも、どこら辺っていうのは確認をしているん

ですが、今はその添付書類が例えば、 

1:54:05 臨空先ということで、ここの部分が、ここで説明するっていうことは書

いてないという認識でよろしいですか。はい。ありがとうございます。 

1:54:17 冒頭の説明で受けました 82 ページを見ていただきますと、 

1:54:23 現状考えていたリンク先がですね、 

1:54:30 のお話で来る場合とかの話と、一斉 5 設備からの 3－5 から見て、 

1:54:42 いくような感じだと思いますので、この添付が出た日初めてリーグがわ

かるかなと。 

1:54:49 そういう分割による、次回、添付の関係もあったので 80 ページ見えた

ところですが、現状、こういう繋がりですので、 

1:54:59 に行ういろいろなってかということでございました。以上です。 

1:55:04 こういうところを確認してきた上での共通のヒアリングでは、例えばそ

ういうところも、協議会で飛ばすものっていうのは、その辺は、 

1:55:16 この説明書で説明しますっていうことを少し具体的に、 

1:55:21 解説しているような、 

1:55:24 議論だったと思うんですが、そういう対応っていうのは、 

1:55:28 ね。 

1:55:30 はい。読みイシハラでございます。 

1:55:35 やり方としてはですね、今回、 



1:55:39 例えばですけど、 

1:55:43 やり方は二つあると思ってまして、 

1:55:48 例えば一つは、107 ページとか 2、 

1:55:55 今、一番最後に、設定の具体的内容の 1－1－3 のうち、施設と書いてい

て、この 1000 円、今回水量の設定に係る 

1:56:07 耐震性に関するケース。 

1:56:10 評価については、3－幾つと、で示しますと、いうようなことを書くパ

ターンと、 

1:56:17 もしくはその同じようなことを備考欄に書くパターンと、 

1:56:22 いうことを、なおかつ方法があるかなと思ってました。いずれも添付書

類の構成、目次の中では、先ほど言った 82 ページにあった、 

1:56:37 負担チーズのいわゆるさんの方であったりっていうのがありますよとい

う、かつ次回以降の申請だということが明示されますし、5－1－1 の 7

－3 という、 

1:56:47 チームもいることはわかりますので、 

1:56:49 その中で、 

1:56:52 まず市川の 2 ヶ月かで、その工事会で出てくるもの耐震との関係が示し

ているということができるか。 

1:57:01 はい、規制庁かですおそらく、この議論だと、ここではなく、変更した

時で、もう少しそういった次回の方向性っていうのを明記することとい

うことだと思いますので、今のその案 1 の 

1:57:16 方で少し具体化していくのかなと考えましたが、いかがですか。 

1:57:24 はい。宮城仁科でございます。はい。先ほど医長。 

1:57:30 今出てるのかを検討しない。 

1:57:33 ヶ月分については、 

1:57:41 規制庁の交流認識ですので、また、よろしくお願いします。 

1:57:48 規制庁小坂です。その際の各内容の留意事項とかっていって、 

1:57:56 或いはその認識の確認ということでなんですけど、 

1:58:01 80 ページだと、もうちょっと耐震通り枝分かれします。 

1:58:06 ありますんで、ここら辺も含めっていうことになると思うんですが京都

の方は自分で浦様なんで、細かく言わなくてもいいということではある

んですけど、 

1:58:19 その二つ目にちょっと確認をしておくと。 

1:58:22 まずう 103 ページを開くんですね。 

1:58:26 時制金による一声というのがあって、これ特定をするための、 

1:58:34 下になるっていうことですよね。 



1:58:37 うん。 

1:58:43 はい、日本原燃の福村でございます。 

1:58:47 関わる 

1:58:48 違う。 

1:58:52 道具強化に関わる 

1:58:59 ような形の始まり、 

1:59:02 うちらは、 

1:59:07 はい。規制庁草間です。それがわかるように、飛ばすところにも書いて

いただきたいということです。特に耐震の場合だと 103 ページのただし

書きの部分で、 

1:59:22 書いてるんだと思うんですけど、 

1:59:24 これの地震力に対して、耐震性を確保されるもの。 

1:59:30 ケーブリングせこれによって 1 水源として設定しないものについては、

ものについての耐震性の確保について、 

1:59:43 Ａ3、 

1:59:45 いうことだと思うので、この文章とリンクが張れるように、記載をして

いただければと思いますけども、地下 

1:59:54 はい、近江理事。私はさっき言ってしまって、兵頭経済界、 

2:00:01 今の銀行ではないと思うとおっしゃっていただいており、それぞれの文

章も関係するところ、すぐ下に、 

2:00:09 はい。 

2:00:17 はい、そうです。臨空さ、先を書く場所はもう先ほど場所でもいいんで

すけど、 

2:00:24 他のところでそれぞれ書いていてとかっていうことであれば、そうして

いただいているし、お作法に応じて対応いただければ結構です内容とし

っかりとこの部分の、 

2:00:36 内容がわかる文言で書いて、そういう文章を入れといてもらえればとい

うことでですねよろしくお願いします。以上です。 

2:00:46 失礼いたしました。 

2:00:54 だけで最後に、 

2:01:06 追加等と同じ確認たいと思います白水の方がですね、ちょっと今回見直

していたところ、 

2:01:14 163 点目。 

2:01:17 この別紙 6－1 とか、 

2:01:20 169 ページの別紙 6 の間に 603.210 日遂行の国による被水っていうとこ

ろが、 



2:01:30 おそらく大きいかなんかで、2 行、二分も同じものが書いてあったりし

てまして、違います。 

2:01:41 はい、西田でございます。次、すみません。 

2:01:45 そう。 

2:01:47 中で違ったり、摂動亜鉛は無理じゃないので、すいません。 

2:01:53 丹川瀬。 

2:02:00 はい、規制庁からです。まずはそこに、 

2:02:04 66 ページ目で、個別項目のところについて、ここで改めて見てみるとで

すね。 

2:02:14 今回映像通信だけを抽出して、各市の内容を端的に変えていくっていう

ところは理解はするんですが、 

2:02:25 ちょっと医師 5 設備、 

2:02:28 の中で、亀井から入ってるよっていう、その方が、施工の設備、 

2:02:36 いや、一斉により長いセッティングする方針みたいな。 

2:02:40 ところもう全部、下水道の設備は、段落がマニュアルでていると、少し

繋がりがないところがあってですねそこをもしご協議いただきたいなと

思うんですが、 

2:02:54 うんわかり伝わりました。はい、与儀理事ます。 

2:02:58 すいません。 

2:03:00 16 ページ、左側の全体事項と管理課深津室長。 

2:03:06 安全、 

2:03:07 盛らない。 

2:03:08 の文章があって、 

2:03:10 かっこいいサプリ。 

2:03:13 右の文章なくて、（1）を外して、 

2:03:15 これ。 

2:03:17 多分、次回の申請を、結果出しているかもね。 

2:03:25 ここはＢの文章を書いた上で、（1）として書いて、 

2:03:30 はい。思います。はい。あとは、 

2:03:37 はい、規制庁からそのイメージで、このも使いやすくなるかと思います

ので、また、 

2:03:45 すいません。よろしくお願いします。私からは、すいません規制庁コサ

クです。今のところ文章構成は維持しているというところはそれでい

い。 

2:03:56 ですけど、今の 



2:03:58 うちで、第 1 回の方で書いてる部分、その文書自体も少し短くなって

て、 

2:04:06 省略されているようなんですけどそれは、 

2:04:10 どうなります。はい。与儀次長ます。今までやはり共有させていただい

た方針からいくと、 

2:04:17 かけます。書いた上で、そこをいじるとオッケーかわからないので、左

にある文章 

2:04:28 はい。失礼します。わかりました。それで、あれです。主文ではあるけ

ど手術してないところはその下の括弧書きで、 

2:04:38 次回ですっていうことがわかるようにしていくってことですよね。は

い。はい。 

2:04:45 はい、わかりました。よろしくお願いします。 

2:04:49 ありがとうございました。私からは以上なんですが、規制庁側から、 

2:04:57 駄目です。 

2:05:01 やっぱり、 

2:05:04 ないようでしたら、 

2:05:08 はい、本日の原因を踏まえてのコメントを踏まえ、設定方針について現

場から手順について振り返りをお願いします。 

2:05:21 はい。日本原燃の安保でございます。 

2:05:24 まず、地域の方ですけれども、 

2:05:30 今回三吉さんの中で、評価の目的のところが、 

2:05:34 評価最初のものが変わっているというところで確認するために、ＳＩＭ

ＭＥＲ効果っていうことがわかりましたし、あとは文章の繋がりの観点

で、 

2:05:51 職員証がございましたのでそういったところを全体的に見てしまう。 

2:05:59 あと 1、 

2:06:01 別紙 4 の方ですけれども、 

2:06:05 評価条件が該当した際に、影響するといったところで、 

2:06:13 その中で、条件のところ、大前提を拡大いただきたいなというところ

で、こちらの方を直して、適切に直したいと思います。 

2:06:30 レンゴーの北伊井として追加したところですけれどもここが端的に内容

がきちんと記載されていないというところで、こちらの内容の方の内容

が、 

2:06:42 きちんとわかるように、全部公開しています。 

2:06:47 一方、 

2:06:49 三角勝野氏主治医のですね者は、統括当直長すいません、12 時。 



2:06:57 今発生した。 

2:06:59 石井です県内最大思想、 

2:07:02 サンパチ紙車で震度 4、 

2:07:05 六ヶ所村の震度は、いや、 

2:07:08 繰り返し、 

2:07:09 こちらは統括当直長。 

2:07:14 が発生した。 

2:07:16 平進藤。 

2:07:18 サンパチ。 

2:07:21 六ヶ所村の進藤家、 

2:07:24 議長。 

2:07:29 はい。日本原電の安保でございます後再開いたします。 

2:07:35 三島ていうんだ。 

2:07:37 後で赤瀬の話とかが出てくるというふうに、一緒ですけれども。 

2:07:43 こちらの時代、もう一度再度見直すというところです。 

2:07:51 難しいです。はい。 

2:07:54 阿藤。 

2:07:55 別紙 6 についてですけれども、 

2:08:00 どうも国、公団の繋がり、私の部署というところですので、 

2:08:10 そういったところをこれからきちんと入れるという、後々、中途半端な

のでちょっと抜ける部分がございましたのでそこのところは、 

2:08:20 基本方針をそのまま記載するというところに直した方しています。 

2:08:28 ありがとうございます。 

2:08:32 室長からですね。そうですね。 

2:08:43 無理でした。 

2:08:44 修正自体は 

2:08:47 中 

2:08:50 には、 

2:08:55 専門家の職種、 

2:08:58 規制庁、角です。回答分析ございますでしょうか。 

2:09:08 藤セガワ。 

2:09:09 大丈夫でしょうか。 

2:09:15 等のヒアリングを終了したいと思います。そこを消します。 

2:09:22 お疲れ様でした。お疲れ様でした。 

 

 


